
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
活
用
さ
れ
る
予

定
で
す
（
新
「
市
民
憲
章
」
な
ど

に
関
し
て
は
2
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

は「
育
都
」～
記
念
講
演
～

　
式
典
終
了
後
に
は
、
苛
国
際
東

ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
理
事
長
の

末
吉
興
一
氏
に
よ
る
合
併
記
念
講

演
「
印
西
市
合
併
記
念
式
典
に
よ

せ
て
」
～
合
併
を
経
験
し
た
ま
ち

の
首
長
の
経
験
か
ら
～
を
開
催
。

末
吉
氏
は
、
元
北
九
州
市
長
の
経

験
を
も
と
に
、
今
後
の
印
西
市
の

方
向
性
な
ど
に
つ
い
て
講
演
し
ま

し
た
。

　
講
演
の
中
で
末
吉
氏
は
「
こ
れ

か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
都
市

を
育
て
る
と
い
う
考
え
方
が
必
要

で
、
そ
れ
を
実
践
す
る
に
は
郷
土

愛
を
持
っ
た
人
材
が
必
要
と
さ
れ

この広報紙は再生紙を使用しています。

◆

◆

◆

新市の市民憲章、市の花・

市の木・市の鳥・市の魚が決定

駅前放置自転車クリーンキャンペーン

印西牧の原駅圏西の原地区地区計画

沿道利用地区を独立住宅地区に変更
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い
よ
い
よ
「
ゆ
め
半
島
千
葉
国
体
山

岳
競
技
」
が
、　
月
2
日
臥
～
4
日
俄

10

の
3
日
間
開
催
さ

れ
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
声

援
が
選
手
の
大
き

な
力
と
な
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
松
山

下
公
園
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。
大
会

は
入
場
無
料
で
す
。

　
お
越
し
の
際
は
、

会
場
内
駐
車
場
に

限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
無
料
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

胸
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
…
Ｊ
Ｒ
木
下

 建
設
業
組
合
が市内

小
・
中
学
校
で
奉
仕
活
動
 

　
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
学
校
生

活
が
送
れ
る
よ
う
、
印
西
市
建
設

業
組
合
の
み
な
さ
ん
が
、市
内
小
・

中
学
校
で
奉
仕
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
　
作
業
は
、
去
る
8
月
　
日
の
早

22

朝
か
ら
木
下
小
学
校
な
ど
で
、
本

棚
の
製
作
や
校
舎
の
扉
の
修
繕
な

ど
、
子
ど
も
た
ち
の
学
校
生
活
で

欠
か
せ
な
い
物
品
の
製
作
や
修
繕

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
、
夏
休
み
期
間
中

を
利
用
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

▼

木
下
小
学
校
で
は本

棚
を
製
作

▲早速、図書室で利用されています

松山下公園総合体育館へ
山岳競技を観戦に行こう

 ゆめ半島千葉国体【10月2日～4日】

駅
南
口
お
よ
び
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中

央
駅
北
口
か
ら
、
会
場
ま
で
の
無
料
シ

ャ
ト
ル
バ
ス
を
運

行
し
ま
す
（
　
分
30

間
隔
）。

※
詳
し
く
は
印
西

市
実
行
委
員
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

架
ゆ
め
半
島
千
葉

国
体
印
西
市
実
行

委
員
会
事
務
局

（
国
体
推
進
室

内
・
緯
内
線
7
4

3
・
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジh
ttp
://k
o
k
u
tai2
0
1
0
-in
zai

.jp
/

）。

い
り
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し

た
。
式
典
で
は
、
合
併
に
貢
献
・

尽
力
さ
れ
た
み
な
さ
ん
に
表
彰
状
・

感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し

た
（
表
彰
状
・
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
た
み
な
さ
ん
は
左
記
の
と
お
り

で
す
）。

　
な
お
、
新
た
に
制
定
し
た
市
民

憲
章
は
、
池
田
奏
音
さ
ん
（
木
刈

小
）、
馬
場
智
大
さ
ん
（
宗
像
小
）、

岩
井
彩
音
さ
ん
（
本
埜
第
一
小
）、

鈴
木
愛
加
さ
ん
（
大
森
小
）、
髙
橋

凌
雅
さ
ん
（
西
の
原
小
）
の
5
人

が
、
元
気
よ
く
披
露
し
て
く
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
新
た
に
指
定
し
た

市
の
花
・
木
・
鳥
・
魚
の
披
露
も

行
わ
れ
、
こ
れ
ら
は
今
後
、
市
の

 合
併
記
念
式
典
を
盛
大
に
開
催

 表
彰
状
・
感
謝
状
の
贈
呈
や

新「
市
民
憲
章
」な
ど
を
披
露
 

　
新
市
誕
生
を
祝
う
「
印
西
市
合

併
記
念
式
典
」
を
、
去
る
9
月
　11

日
・
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
。
総
務

大
臣
（
代
理
）、
森
田
健
作
千
葉
県

知
事
、
国
会
議
員
、
千
葉
県
議
会

議
員
、
近
隣
首
長
・
議
長
を
は
じ

め
、
市
内
外
か
ら
の
来
賓
を
迎
え
、

新
市
の
門
出
を
盛
大
に
祝
い
ま
し

た
。
　
式
典
に
当
た
り
、
山
﨑
山
洋
市

長
は
合
併
に
支
援
と
協
力
を
い
た

だ
い
た
み
な
さ
ん
に
感
謝
す
る
と

と
も
に
「
印
西
市
、
印
旛
村
、
本

埜
村
の
先
人
た
ち
が
築
い
て
き
た

歴
史
、
伝
統
、
文
化
、
豊
か
な
自

然
環
境
な
ど
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
地

域
資
源
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
し
、

北
総
の
中
核
都
市
を
目
指
し
て
ま

▲末吉興一氏

　新新「市民憲章」「市民憲章」をを読み上げた読み上げた
5人の小学生5人の小学生　

胸表彰状・感謝状受賞者胸
【合併功労者総務大臣表彰】
山﨑山洋（印西市長）
佐藤榮一（旧印旛村長）
出山國雄（印西市議会議長）
小川勇（旧印旛村議会議長）
山下兼男（旧本埜村議会議長）
青山幸紀（旧本埜村議会議長）

（敬称略）
【合併功労者市長感謝状】

清水哲　　　板倉正直　　松本多一郎 
川村一幸　　金丸和史　　上木格
佐藤めぐみ　横山登志雄　鳩谷榮衛
岩崎成子　　小畑哲夫　　竹内仁
根本恒男　　織原拯　　　久保木光清
小玉眞　　　近藤瑞枝　　椎名眞一
前田完一　　本橋孝司　　　（敬称略）

て
い
る
」
と
話
さ
れ
、
こ
の
合
併

に
つ
い
て
は
「
自
然
豊
か
な
環
境

と
高
度
な
住
環
境
を
備
え
た
千
葉

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
有
し
、
希
望
に

満
ち
て
い
る
」
と
感
想
を
述
べ
て

い
ま
し
た
。

合
併
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

　
式
典
当
日
の
午
後
2
時
か
ら
は
、

▼

「合併功労者総務大臣表
彰」を受賞したみなさん
（写真上）「合併功労者市
長感謝状」を受賞したみな
さん（写真下）

市
に
ゆ
か
り
が
あ
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

を
中
心
に
演
奏
活
動
を
さ
れ
て
い

る
ピ
ア
ニ
ス
ト
・
中
込
多
実
子
氏

が
、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
ソ
ナ
タ
第

　
番
作
品
　
「
熱
情
」
と
リ
ス
ト

23

57

の
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
狂
詩
曲
第
　10

番
」
を
演
奏
し
ま
し
た
。

「
印
西
市
合
併
記
念
コ
ン
サ
ー

ト
」
を
、
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
。

市
内
小
学
校
代
表
児
童
　
人
と
ニ

40

ュ
ー
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
千
葉
の
み
な
さ
ん
に
よ
る

合
唱
・
演
奏
を
行
い
ま
し
た
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、

▲市内小学校の代表４０人がニューフィルハーモニーオーケストラ
千葉の演奏で「この星に生まれて」などを熱唱


